
｢森の力｣ を活かした防災 ･ 減災の取り組みを世界に発信

東日本太震災から4年｡ 悲し鴇我々が学んだ教訓は､ 人工物による画一的な防災だlざでは隈界があ

る出＼うことでした｡ このシンポジウムでは､ 植物生態学乱 歴敵 背学､ 生物学凋附乳 森里藩連

環諷 票数 そして鞄屋など､ さまざまな角度から検証し 川こしえカさら日本人が大切にじている自然

と共に生書る多様性のある防災
･ 滅歳のあり方を探りたいと患います｡

防災とは未来へ⑳想いであり_､ それはまさに今生きる我
々の生き棲め閉経と考えていま丸

いめちを守る森の肪淘堤推進案北協議会会長日置適隆
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【講演予定者】
｢ 脳 科 学 の 世 界 的 権 威｣ 小 泉 英 明 ( 日 立 製 作 所 フ ェ ロ ー

､
公 益 社同 法 人 目 奉 工 学 アカ デ ミー副査 最)

r 農 災学 の 提 唱 者J 佐 村木 櫻 三 ( 東 北 学 院 大学副 学 長)
｢ 仙 台 市 出 鼻 の エ コ マ ネ ジ メン トの 第

一

人 者 ｣ 鈴 木 邦 雄 ( 横 浜 国 立 大 学 学 長)

｢森 豊 海 連 環畢 の提 唱者｣ 田 中 尭 ( 京都 大 筆 名 誉教授)
｢ 仙台市出 身 の 歌ラ生 物学 者｣ 赤 川 芦雄 ( 栗 東 工 業 大 学名誉教 授∋･
｢ 環 境 考古 学 の 提 唱者｣ 安 田 薯 簑 (立 命 蘭 大 学 環 太 平 洋 文 明 研 究 セ ン タ

ー 長) 〔五 十音順〕
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主催: いのちを守る森野防潮堤推進東北協議会 共催 : 公益財団法人生存科学研究所
協賛 : 株式会社アミノ ∴ 学校法人間美学臥 東北電力株式会社､. 株 式会社三五 . 東北エアサ
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推進シンポジウム
一 日本の智恵が ここに集海 自然とともに生きてきた日本の 億･鈍 が争蘇る
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東日本大震賽ガら4 年¢ 悲しくも我々が学んだ教訓は ト 人工物による画
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即蕗防災だげでは限界が

あるという ことでした｡ このシンポジウムでは､ 植物生態学者､ 歴史､ 哲学､ 生脚諷 脳科学☆ 森

豊海連環乳 ま臥 そしで鮨屋な& ざまぎまな角度から検証し いにしえから日本人が大切にし
ている自然と共に生きる多様性のある防災

･ 減鮫のあり方を採りたいと思しもまも
防炎とは未来へ の想いであり､ それは雷さに今生きる我々の生ぎ様の問題と考ぇています｡

いのちを守る森め防潮堤推挙東北蜂議会会長日置準隆
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1 4 : 0 8 受付 ･ 開場

14 : 3 8 主催者挨拶 日置道隆 い¢沌を守る森の防潮堤推進東北協謹全会長
14 ニ40 映俸公開 田適故意 尚美学園大学学長 ｢レジェンド･ オブ ･

ザ
･

フォレスト宮脇口約礪と木を植える子どもたち｣

第1 部 : 基調講演
小泉英明 日立製作所フェ ロ｢ ､ 公益社団法人日本工学アカデミ ー 副会長(脳科学者卜子どもたち調練育む森づくリー

掛 値雄 東京工業大学名誉教授 性物学者卜
什

｢ 削 が生きる
"

のが生物一

第2 部 : いのちを守る森づくり
鈴木邦雄 横浜国立大学学長一乗北被災地の海岸林再生とふるさと復元一

安田著奮 立命舘大学環太平洋文明研究セおダー 長(環境考古学者トコンクリヰ防潮堤と森の防潮堤一

田中 克 京都大学名誉教授(藤里海連環学提唱者卜森里海連環学の課題 ｢ い鵬のふるさと海と生きる社会J一
高野 薫 株式会社三五 安全 ･ 環境部一三五の森の防潮堤 ｢南海トラフ地震に備えて 卜

匝 尚美学園大学鞍授 一 映像公開 掃ト

第3 部 : 岩沼市 ｢ 千年希望の丘｣ とし′1う挑戦
菊地啓表 岩沼市長- ｢千年希望の丘｣ プロジュタH こついて -

佐々木倭三 乗北学院大学扁l】学長 摺学者卜｢震災学｣ から見た ｢千年希望の丘 上

上野敏虫 株式会社アミノ代表取締役社長(うまい髄勘卜鮨崖がホを植ぇる理由
一

1 7 : 3〔〕 閉会挨拶 青木 清 公益貝姻法人 生存科学研究所理事長

【問い合わせ】 いのちを守る森の防潮堤推進東北協議会 事務局
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31 仙台市青葉区北山1-11日 金剛空山瑞王寺内
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